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Influences of the Low Caloric Diet on the Physiological Functions of the Aged. 
(Part 1) On the N utritional Status of the Men in the Home 
for the Aged. 
Goro Inoue， Hideo Koishi， Yoshiaki Niyama， Kazuya Yoshikawa， 















































なわち耳桑原血!とより血色素量 (Sahli法)、 赤血球数、 l土l血球数を、 また肘部隊血より全血税l乙
凶l泊比重(硫酸銅法)、血清蛋白濃度(幻eldahl法) をil{IJ定した。また乙の比重値を用いてへγ
トクリツト値 (Ht)を算出し、さらに赤血琢の色素係数 (F.I.)、容積係数 (v.l.)をそれぞれ求め





















(第1表) 継投給養食餌盤 ( 1人1日当り)
:1調査時中ふ…1 ß~n 1 ~~ 1日成分 | ピ詰笠fd鈍 ß~n 結賀 NaCl1 Ca 1 Fe 1 A 1 B J 1 B ~ IN凶 nlC 
6月11日 (Cal) 1 (Cal) 45(53.20.(8.g3 ) } (g。) (g) (g) (g9)|(おmg4)(mg)(I.U.)(mg)0(m.8g6)(mg)1(0m7g) B 1374 1 1693: 53. 14.1 293.5 9.912841 8 1689311.0710.86113.7 一 一 一 一 一一
12日 1331 鉛99 74.6 25.9 243.0 11. 7 1 276 1 11 1 3215 1 1.20 1 0.49 1 10.5 1 48 
施 (7.6) 一 一一一61.1 13日 1707 1 2043 
(2052.7.2 ) 
78.1 10.1 330.2 7.71 2221 55 11484 11.09 10.48124.71 45 
設 一一一一一一一一
(平 均)1471 1 1945 (10.7) 68.6 16.7 お8.9 9.8 I 2611 25 13864 I 1.12 10.61116.31 67 
A 16月20日 1608 1 1701 
50.0 51.9 6.8 337.7 19.0 153 土|博竺 |土竺10.37 21.0 40 (861.7.0 ) 21日 1507 1 1842 (22.6) 84.4 16.0 287.4 19.6 391 0.9210.55 30.2 32 
施 一一一一一 一
22日 1589 1 1560 54.5 55.0 15.2 296.9 14.9 335 1.08 1 0.49 15.3 69 」生0)設一一一一 55.2 一 一(平 均)1568 1 1701 (12.4) 63.8 12.7 307.3 17.8 293 1.07 1 0.47 22.2 47 
全平均値 11悶 118231♂6JI66.2 1 14.7 1298.11 13.8 1_2771 18 1239411.10' 0.54119.41 55 
(註) 1) 調査{，Iiとの比絞のため施設による社卸値を示した。
2) 1t白:l'l側中 ( )内は動物性蛋自民1訟を示す。
(第2表) A }j包投半 ヶ年 1mの給 養状 況(自1955年1月至同年 6)J)
(1人1日当り)
拡 |… 1Jlf1質
~!(t 機成分 ビ「 ク 、 ン
JH 
Ca Fe A C 
1 n (Cal) 55.8 (g) (g) (mg) (町 )|(IU) (mg) (mg) 1(1m2 g) Ug) 1774 20.6 241 45 1 2622 1.58 0.63 54.24 一
2 月 1733 55.4 20.3 238 1.37 0.68 119 53.24 
3 月 1752 55.8 21.0 245 43 3212 1.36 0.74 119 54.88 
4 月 1748 55.4 19.4 251 40 3497 1.37 0.58 113 53.33 
一
--印EU43円日I一3号開41宜51削4 3 「
5 月 1776 57.7 17.2 251 1.34 0.58 114 51.66 
{6調査依月) 1699 56.7 16.8 234 1.29 
0.54 98 
50.∞ (1568) (55.2) (12.7) (293) (1.07) (0.47) (47) 
ふド 均 1747 56.1 19.2 243 1.39 0.63 113 52.84 
その全平均値の成績をみてまず自につくのは、 熱量がわずか 1520Calj日にすぎず、蚤由貿も
また 53.7gj日(動物性、約23%)の低値を示す点である。現在わが国で 60"，70才の基準量は、
熱量 22∞Cal.蛋白質 70gが望ま しいと されているが (資源調査会資料第39号より引用)、乙れと比












聞の事情は、現行保護規準の下では 1 日わずか 50~55 円の食粗費を支出し得るに過ぎないという
経理面からも裏付けされている。すなわち奥村7)の家計調査の成績によれば、現在の物価の下では

































(体表面積 :1.443m:!) I 
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l JEZψ、ふ日 I 57 1・5 I 1 : 
{小 計) I 初一一 I1 (小 品 イ o8 I(小 il;'・) 1 349・ ~ _i 
必 殴 !日7Mf|ι 慰コム BJ丈必 院内 B主総
合 一- 2t 1440一 一|一五一一一一 「一石 一 「-F 且 -2f-T-
( 1 日首~t~ヱ -.i Iレキー) 2535 Cal I ( 1P消費エ手 !l.ギー) 1632 Cal I ( 1 臼消~'1エネルギー) 1600 Cal 
(ぷ) 1) セ位峰ぴに段歩等の R.M.R.:孟安努の但i室、動作々介入その他令考慮して個々の勾合について決定したため、必ずしむ一定。位ぞ示さなt、。
































井上他 : 老人の低~ltと代謝機飽(その 1)
施設老人の生活時1~ll内容と必要熱hl
| A 施没 I(1施設
呼4私fJ同3弘rJーはす零5















1.367 1.375 1.443 
0.752 0.655 0.693 
生E容山内! 労身 辺 緩 作事
7027' (31.0%) 6048' (28.3%) 1039' (6.5%) 
2028' (10.0") 1055' (8.01) 2043' (11.01) 
自由娯楽 6043' (28.0") 8029' (35.3") 11000' (47.01) 
(自)時 l民 7
022' (30.71) 6048' (28.41) 8038' (35.51) 







































われわれは施設給養が約 1550Cal 程度の低熱ltlである ζとを郁めたが、一方実測法縫代ii9tl1K
法いて計算された 1日消費エネルギーも亦、反E設老人の多くがわずか 1450Cal再度であるに過ぎ
- 7ー


















( 1 ) 基礎代謝量について
まず (第5表)は基礎代謝測定成績を環邸別、性別に分けて、 互に比較したものである。 ζれに
よると、単位体表当り 1時間当りの基礎代謝;監は、居毛'老人平均 34.4Cal，A群の平・均 32.9Cal， 
ついでB群平均 28.6Calの)1頂に低くなる。 ζの居宅老人値は 60才以上の日本人基礎代謝標都悩
33.6 Cal/m2/hr K近い。乙れと、活動的な老人を含んだ A群との差は著明でなく有窓差は認めら
れない。処がB群は、居宅老人、A群に比べそれぞれ 17%及び 13%も低 く (何れも 有意差あ
り。)、女性訴値の 28.9Cal/m空/hrとほ Y等しい値である。
(第5表) 環 境別、性別の基礎代謝 量
|問 |年齢|体表 l問数l呼矢田
(才)I (m2) I (分) I (1/分)協I~ I 叫日ド;1品開
日!宅老 人 12 63 1.486 14 5.40 177 0.80 1247 34.4 1.49 31.0"" 38.0 一一一 25.4"" 
襲更
A 針- 15 69 1.411 16 5.38 159 0.83 1102 32.9 13.29 37.9 




次にA施設老人のみについて作業強度の強弱、 立T.Iζ年令の高低 (68才以上、 67才以下)の2而か
ら、さらに2群づつにわかつて基礎代謝盆を整理し、(第6表) 1<:示し たのその結果、A高年群
- 8-
jl:Jて他 : 老人の低栄養と{~.射線能(その 1) -161ー
(71.9才)怖は、同じく Aの低年群 (64.7才)JI位との削では 差が わずかであるに拘らず、B)}f.( 
72.0才) 備との克は明かであり 、 乙の2~::は批計学的にも有志である。処が乙れを年令を無視した作











年別紛l| E 齢 際 8171.9 32.3 11.98 25.4-36.1 6.120 0.1288 5.618-6.453 6.613 
務飴官半 7 1 64.7 33.6 15.75 26.8-37.9 6.073 0.2063 5.398-6.504 7.134 
ト一一ー ー
労作51IJ 
強ヲI)f'午1lf 8 1 65.6 34.1 9.17 26.8-37.9 6.003 0.1831 5.398-6.439 7.236 
一~~労作前 7 1 71.9 31.6 10.93 25.4-36.1 6.209 0.1225 5.618-6.504 6.214 
一
施 j設 7 1 70.1 28.6 5.34 26.5-33.7 6.297 0.0557 5.961-6.576 6.496 
{れ)有志差の検定
(1) 基礎代謝盆 (Cal/m~/hr) の場合 (1) 血消蛋白波度の場合
(Aの弱労作I存)と(居宅老人) 有意 (5%) 
( 1/ )と (Aの強労作群)無意
(B椛)と (Aの高年齢隣)有意 (5号。)
( /)と (Aの強労作l呼)有志 (1D~) 
( " )と (Aの弱労作群)1役立
(B苦手)と (Aの強労作Wf)1民意




































I ØlIf.{ I S Ifn~fll~lfllJ;jì~ 1一向 血消一 (g/dl)
例数白血鰍 |赤血球数1').;ト依1(g川血眼係数 |平均値|叩1変 動
I X 101. I ，^ ^  : .... . ^^  ^ L:" ro.. I ^、~.~ 1 府宅 11ω70  4ì4~v' 40.2 I 13.4 1.020 ， 6.544 10.0510 I 6.118--7.制
施 IA羽下 I14 I 4瑚 | 術 | 紘 5 I 13.1 I 1.鰯 I 6.102 0.1479 I 5.398--6.制
設!BfilI-81 5150 _1 395 1 _37.9 J :2_，8i 1.038 Iτ 256 I可 ;-15.961--6.576 
(柱) 1) 血消費臼浪度は Kje/dalzl 法により f(} られたN~佼Ir. 6.55を乗じて求めた。
Isし残余窒素は一律に 20mg/dlとした。
2) 血色系訟は Sah/i法で求めた合有比本から、鼠験管目盛り 1∞の血色素f立を 15.6g/dlである
として求めた。
3) 血消蛋白t~ff.t有意差検定 日宅とAl伴 1%'-の危険ヰtで有AJ
[，J}七とBI伴 5%/ 





.... 司戸司恒一吉 向ー.... ~..ー ， ー・
井上他 :信人の低栄lAと代謝峨飽 (その1) -163-
{第9表} 硫酸銅法による全血主主に血清比屯及び計算他
l 例| 比 I[( I血色ぷほl的lin蜜日
数|千GS札fI (g/dI)守MF
烈宅 11 1. 0543 1. 0254い3.63I 6馴
胞 IA 併 14 1.0533 1.0242 I 13.08 I 6.273 
削 r一I司石珂|庁庁τ7l石;石;F干石Z司|玄lz司r|μ三しい4“4










敵銅ìL(~(で 6 . 804 g/dl)であって、まず正
常レベルを維持していろとみなしてよいで
-ー' 

















(N:19 I t 1 =1. 156~2.110=5%) 
2・
-。1・. 。:・. 





蛍(l血症傾向におかれてはいるが、 しか 基礎代制賃 " (~) 






-164- 弁上他 = 老人の低栄~と(~綴能{その 1 ) 
乙とを示すものであり、施設の栄養並!と生活管理に重大な示唆を与えている。
一方前出(第7表)をみると、尿窒素排池母 (T.N.)は、対象群の別によって或程度変動してい
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(第10表) 一般身体検:rt成 約
131i2 童lE127i;仕圧 叩 j活抵h1j ( 立} (cm) 1 (kg) l( 1~li'ml< 15tflJ) お|最低右|左
同・宅老人 12 63 158 48.7 59 15 '126 77 31.6 28.9 2.31 
重責
A 1持 15 69 154 45.4 58 16 ロ9 76 31.0 30.0 2.42 
一
B 群 7 70 154 46.1 59 16 147 90 25.4 25.6 2.12 


















まず第ーに、施設老人は 1人 1日当り平均 1520Calの給養を受けているが、その需要熱量も亦
- 12-
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(~llぷ) 施設老人の栄益水郁と'1:JIl! ぬ飽 ( 1人1打、'iり}
年|体 | 栄主--JL-J ト_tL旦 1
-I市 | カロリー (Cal/日) I 蛋肉質 (g/円) I拡総代謝量|
的 I(日)I瓦耐必要低限レ|附M I必蜘 |燃レ I(Cal/m:!/hr)
f.i:宅老人 63 I 48.7 I 49.6 34.5 6.544 
A ml 69 145.41 1567 1 1ω I lso1 55.1 I 41.9 I 55 | ト蜘砧 144.5I明 i幽 門^ '^+脚 45.3，曲i 31.6 6.209 34.1 6.003 
B ぺ70 146111mlt ldJ520 |401 1叩|28.6 6.256 















(第12表) 各対象院中 の 代表例
刈空fまド船
ZR下旬 (才)二件叫/m~/hr 車問 {31 ij冷静142FZ7!なおお?t
民 65 ~5 . 9! 0.84 33.6 片側 XI0t 11.7 36.4 主却下.128 一一12;q: 品4.110.86 26.8 岡町 242 10.3 21.9 3386.268 一一148.51 0.81 37.8 山4∞401 13.6 39.9 359 I 51 I 7.896 
26.7 3叙)() 425 13.9 45.5 4白い425.475























































The nutritional states of the men residing in the home for the aged were examined 
early in summer， 1955. The study involved the survey of dietary habits and energy 
requirements， the estimation of basal heat productions， hemoglobin and serum protein 
concentrations and some physical ∞nditions. Results obtained are as follows: 
1) The daily caloric intake in the provided rations averaged 1520 Calories， the 
protein intake 53.7g. and the iron intake 18mg. 
2) ln the major part of the subjects， the basal metabolism was reduced to an average 
of 30.4 Ca1/m2/hr owing to the dietary caloric deficit. Anemia and hYPopfoteinemia 
were a1so detected， i.e. hemoglobin and serum protein level were estimated 12.8 g/dl 
and 6.256 g/dl respectively. 
3) ln several subjects the caloric requirement was about 2，000 Calories per day， 
and the basal metabolism kept to normal level compared to the value of the aged 
living at home. However， in this回 sethe protein deficicncy was stil severe because 
of the lack of dietary caloric supplement. 
4) From these results it was concluded that the caloric intake for the aged should 
be increased by 200 to 3∞Calories per day and the daily task should bc rationalized 
according to their physi臼 1strengths. 
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